
 

 

 

 

 

 

 

『人間標本』湊かなえ（著） 

『人間標本』は人間の内面を鋭くえぐるような物語であり、

読後感がかなり重いです。登場人物たちが抱える孤独や歪み

がリアルで、特に人間関係のもつれや価値観の揺れが丁寧に

描かれていて、共感しつつも苦しくなるような描写が印象的

でした。人間の本質を見つめ直すきっかっけを与えてくれる

ような一冊だと思います。 

1年 1組 金田一颯来 

 

 

『こびととくつや』ヤーコプ・グリム/ヴィルヘルム・グリム 

この本は子供向けの童話、小人の靴屋という本です。貧し

い老夫婦が営む靴屋で起きた不思議な物語でした。ある日お

じいさんが明日仕上げようと一足分の布を置いておきました

が、翌朝見てみるとそれは立派な靴に変わっていました。靴

を縫う小さな妖精と優しい老夫婦の、前を向けるようなお話

です。是非読んでください。 

1年 1組 中村紅葉 

 

 

『そして誰もいなくなった』アガサ・クリスティー（著） 

この本はミステリー初心者の方でも非常に読みやすく理解

し易いと思います。だけどもストーリーが定番化せずにミス

テリー好きの人でも十分に楽しむことができます。この本は

どんでん返しを楽しみたい人やミステリーの定番作品を体験

したい人にはすごく合っている本だと思います。なので是非

ミステリーに興味がある人は読んでみてください。 

1年 2組 田㠀歩汰 

『十角館の殺人』綾辻行人（著） 

本書『十角館の殺人』はどんでん返しの伝説と言っていい

ほど長年読まれてきた小説です。物語は大学のサークルの仲

間（7人）で孤島にある十角形の不思議な建物（十角館）に行

くところから始まります。そこで殺人事件が起こります。一

方、本島でも死人からの手紙が謎を引き起こし、二重の謎の

面白さが素晴らしい作品です。 

1年 2組 古澤琉威 

 

 

『イデアの再臨』五条 紀夫（著） 

朝、主人公が起きると「 」が消えていた。違和感を覚え

つつ登校すると、他のものも消えていた。しかし、周りは何

事もなく過ごしている。主人公はこの不可解な現象を探って

いく。主人公らの能力、事件の起き方、犯人の動機など小説

だからこそできる物語だと思った。小説外で描写するとき、

どのように表現するか気になる。 

1年 3組 大内康太郎 

 

 

『幸福の追求 (1)』グリーン，ジャック・Ｐ（著） 

この作品はチェサピーク植民地とニューイングランド植民

地の性質を明らかにすることによって、論文を確立する。そ

のなかで南対北という既存の２分法に挑戦する。安易なアメ

リア史のイメージを覆し、ニューイングランド＝ピュータリ

ズム中心観への対立する理論を展開する本書をぜひ一読して

ほしい。 

1年 3組 下里渓人 

 

 

『人獣細工』小林 泰三（著） 

人に遺伝子を組み込んだ豚の臓器を用いた移植手術が受け

られる時代。主人公の少女は研究が進んでいない幼い頃から

実験の様な移植手術を幾度と受けてきた。胃から皮膚まで、

全身「彘(ぶた)」の臓器に置き換わっている彼女の、父親で

もある執刀医の記録から明かされていく少女の真実とは。「人

獣細工」ほか二作を収録した短編集。 

1年 4組 澤田里杏 

 

『ぼぎわんが、来る。』澤村伊智（著） 

『ぼぎわんが、来る。』はホラー小説で、よくホラー小説を

読む私にもとても怖さを感じました。とくに 2章では驚きも

あり、それに加え怖くとても寒気を感じました。ですが、ス

トーリーがしっかり面白く何度も読みたくなるような本でし

た。 

1年 4組 横林栞乃 

 

『すいかの匂い』江國香織（著） 

江國香織さんが書く文章は透明で、気味が悪くて、そして

美しいと思う。『すいかの匂い』もその色が強く出た短編集で

はないだろうか。「夏」をテーマに不気味さは一貫していなが

らも、11編それぞれに全然違って、暑い日に出る陽炎のよう

なぼんやりとした「夏」らしさを感じられる本作。この時季

外れの冬だからこそ、ちょっと変な 11人の少女の「夏」を感

じてみてはどうだろう。 

1年 5組 相山雛乃 

 

 

『生命の略奪者-天久鷹央の事件カルテ-』知念実希人(著) 

この本は、移植のための臓器が何者かによって奪われてし

まうところから事件が始まります。臓器移植という生命のリ

レーの最中、踏みにじられる死者の遺志。真相解明のため、

主人公は事件の調査を始めますが、犯人の動機は思いもよら

ぬものでした。現役医師が描く本格医療ミステリ、ぜひ読ん

でみてください。 

2年生産システム工学科機械コース 佐々木省吾 

 

 

『青の数学』王城夕紀（著） 

この本は、一度見た数字は忘れないという才能を持つ主人

公の栢山が、数学にそれぞれの思いや考えを持った仲間と交

流していくストーリー。栢山と仲間たちの成長には特に注目

です。読むと数学への思いが変わるかも…。 

数学が好きな人にも、あまり好きではない人にもぜひ続編

『青の数学 2』と共に読んでいただきたいです。 

2年生産システム工学科機械コース 前小屋悠斗  

 

 

 

今年度の委員会活動の集大成として、学生図書委員会のみ

なさんによるイチオシ本を紹介します！本は委員会活動の

「ブックハンティング」「学生展示」で取り扱った中から

選んでもらいました。選んだ本、書き上げた文章にそれぞ

れの個性が表れ、思わず読みたくなってきます♪ 

（☆一部の原稿は『図書館だより３２号』でも掲載）  

います。 

 

 

図書委員イチオシ本の紹介 

函館工業高等専門学校図書館 令和７年 2月 3日 



『笑顔で感情コントロール』和田秀樹（著） 

私が読んだ『笑顔で感情コントロール』は笑顔の力を活用

して心の状態を整える方法を教えてくれる本です。笑顔がス

トレス軽減に役立ち脳に好影響を与えるという、自分が知ら

なかった笑顔の力を知ることができました。さらに、気軽に

実践できるものが多く自己肯定感を高められるため、とても

オススメの一冊です。 

2年生産システム工学科情報コース 明井珂偉斗 
 

 

『神さまのビオトープ』凪良ゆう（著） 

大切な人が突然死んでしまったらあなたはどうしますか？ 

この本は主人公の夫が突然亡くなってしまう所から始まります。 

悲しみのどん底にいる時、ふと家の中を見渡すとそこには死

んでしまったはずの夫が。 

幽霊として化けて出てきたのか？ 

それとも再会を願うばかり幻覚を見ているのか？ 

一度失ったものを再び手に入れた時、あなたはそれを手放

すことができますか？ 

2年物質環境工学科 黒川碧海 
 

 

『ルビンの壺が割れた』宿野かほる（著） 

物語は男女のメッセージのやり取りと共に進行します。二

人が決別する事となった出来事、それは一体何だったのでし

ょうか。読み進めていくうちに過激な表現が増え、不穏さが

漂います。そして明らかになる衝撃の事実の連続と強烈なオ

チ。視点が変わり、印象が変わる、読み手側によって様々な

捉え方ができる作品です。 

2年物質環境工学科 新島一華 
 

 

『強運の持ち主』瀬尾まいこ（著） 

占い師に転身した女性が、人生の岐路に立たされた様々な

人たちを占い、少しだけ背中を押していく、物語が進むにつ

れて、その相手がより身近な人たちに変わっていき、占いが

主人公の心の中で意味を持ち始めて行く、その一部分を描い

た作品。暖かい世界観に心地よさを感じました。占う相手ご

とに物語が完結していて、普段本を読まない人でも読みやす

いと思いました。 

2年物質環境工学科 福澤隼風 

『透明な夜の香り』千早茜（著） 

主人公で家事手伝いの一香と、どんな香りでも作ることが

出来る天才調香師の小川朔のもとにやってくる依頼人達の香

り、匂いにまつわる物語。  

深い夜のような、静かでひんやりとして美しい、唯一無二

の世界観に引き込まれる。物語の世界に浸りたい人や、心を

落ち着かせたい人におすすめしたい。 

3年物質環境工学科 阿部真佳 

 

 

『臆病な僕らは今日も震えながら』汐見夏衛（著） 

この本は“虹の夢”を見続ける 2人が、その理由を探す物

語です。自己肯定感が低く暗かった少女が同じ夢を見る少年

に出会い、徐々に自分の生きる意味を見出していきます。少

女が見た“虹の夢”の様子を想像しながら読むのが楽しかっ

たです。生きることの大切さや命の尊さを考えさせられる一

冊でした。 

3年物質環境工学科 久保亜矢花 

 

 

『世界は密室でできている。』舞城王太郎（著） 

独特な文体と物語の異常なまでの時間経過の速さが魅力の

作品です。その個性的すぎる表現と、テンポが良いのか悪い

のかよく分からない展開に引き込まれます…が、好みが分か

れる内容だと強く思う部分もあります。裏を返せば、そうい

った特異な作風が好きな方は、この作品を楽しめるかと思い

ます。 

3年物質環境工学科 山本康介 

 

 

『向田邦子ベスト・エッセイ』向田邦子（著） 

終戦の年、学童疎開することになった、まだ文字も読めな

いような小さい妹に大量の葉書を渡し、「元気な日はマルを書

いて、毎日一枚ずつポストに入れなさい」と言った筆者の父。 

家に届く葉書は日に日に活気をなくしていき、ある日バツの

書かれた葉書が届いた―。 

淡々と描かれる昭和の日常が「人生」を感じさせる。 

4年生産システム工学科情報コース 伊東大空流 

『ヒトコブラクダ層戦争（上下）』万城目 学（著） 

「3 秒」という不思議な能力を用いて完璧な窃盗を完遂し

た…はずの 3つ子たちのもとに、なぜかそのことを知ってい

る人物が現れる。半ば脅されるようにして、気づいたらイラ

クにいる 3人。何が彼らを待ち受けるのか。ぜひ主人公たち

と同じ視点で、予想もつかない万城目ワールドを体験してほ

しい。 

4年生産システム工学科情報コース 前小屋蒼汰 

 

 

『火垂るの墓』野坂 昭如（著） 

『火垂るの墓』は、第二次世界大戦を背景に孤児となった兄

妹の物語です。彼らの不安定で絶望的な状況が描かれる一方、

楽しく温かい瞬間も織り交ぜられています。全体を通して暗

く陰鬱な雰囲気が支配し、戦争の残酷さを鋭く浮き彫りにし

ます。読後には深い余韻が残り、戦争の悲劇を忘れないため

の警鐘として胸に響きます。 

5年物質環境工学科 海老沼朱音 

 

 

『満月珈琲店の星詠み』望月 麻衣（著） 

満月の時にだけ現れる満月珈琲店。悩める人たちを星が導

く、優しく不思議なお話です。全体の話は繋がっているのに

章ごとが短編集の様に読みやすいです。占星術から登場人物

の運勢を読み取っていて、この小説を読んだあとに占星術に

興味がわく人も多いと思います。美味しそうな料理やファン

タジーが好きな人におすすめの小説です。 

5年物質環境工学科 池田胡桃 

ブックハンティング集合写真 

一年間 

ありがとう！ 

おつかれさま 

でした♪ 


